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阪南市埋蔵文化財発掘調査概要

2008年

阪南市教育委員会



は し が き

本書は平成19年に阪南市教育委員会が個人住宅などの建設工事に先立って、国庫補助事

業として実施した発掘調査の報告です。こうした調査は毎年実施していますが、平成19年

には11遺跡、24地点での調査を行いました。例年のことですが、ほとんど数ポの小規模な

調査となつています。

このうち、向出遺跡では比較的まとまつた範囲での調査が行われ、中世期の瓦器、蛸壺、

土錘などの遺物が確認されました。市域の内陸部に位置する向出遺跡で蛸壺が確認された

ことは、いくつかの疑間を呈することとなりました。

阪南市教育委員会が独自で埋蔵文化財の調査を行うようになり、約20年が経過しました。

この間、こうした小規模な調査の積み重ねにより、資料やデータが蓄積され、次の大規模

な調査につながつています。

今後も、こうした地道な調査を繰り返し実施することが、地域の歴史、文化を知ること

につながることになると考えています。

最後になりましたが、調査にご協力をいただきました関係者の皆様に御礼申し上げます。

2008年 3月

阪南市教育委員会

教育長 川 村 一 良Б

第 1図 阪南市位置図



例 口

1。 本書は阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課が平成19年度国庫補助事業として

計画実施した、阪南市埋蔵文化財発掘調査概要報告書である。

2.調査は阪南市教育委員会生涯学習部生涯学習推進課三好義三、田中早苗、上野 仁、

横澤 慈 (平成18年度嘱託)、 田之上裕子 (平成19年度嘱託)を担当として、2007年 1月 か

ら12月 にかけて実施した。

3.本書内で示した標高はT.P.である。

4。 調査にあたつては土地の所有者など、関係者各位の理解と協力を得た。ここに記して

感謝の意を表したい。

5。 本書の執筆、編集は上記の調査担当者が行つた。また、発掘調査、整理作業は下記の

調査従事者による。

6.本書における記録は実測図、写真、カラースライ ドなどに保存されている。当教育委

員会にて保管しているので、広く活用されたい。

(調査従事者)

根無吉隆、南竹千代、大家 審、和田旬世、井上祥子、井上 進、島田万帆



第 1章 調査の成果

第 1節 尾崎清水遺跡
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第 1章 調査の成果

第 1節 尾崎清水遺跡

(1)07-1区  (第 3～ 5図 )

調査区は尾崎清水遺跡の南部に位置する。調査は調査区内に2.5m× 2.Omの トレンチを

設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層濃茶色礫混土、第 4層淡黄茶色礫混砂質

土、第 5層淡褐茶色礫混土の地山である。

遺構は トレンチ北東部の地山面で土坑の一部を検出した。直径0.60m以上、深さ0.25m

を測り、埋土は暗茶色礫混土である。遺物は含まれていなかったため、時期は不明である。

遺物は第 3層から陶器、磁器が出土したが、図示できるものはなかつた。
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第 4図 尾崎清水遺跡07-1区 トレンチ位置図 第 5図 尾崎清水遺跡07-1区
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盛土    ＼  6
耕作土

濃茶色礫混土
淡黄茶色礫混砂質土
地山 :淡褐茶色礫混土
土坑 :暗茶色礫混土

トレンチ平面図・断面図



第 2節 向出遺跡

(1)07-2区  (第 6～ 9図 )

調査区は本遺跡の北部に位置する。後述の07-305～ 8区 と同じ開発地に位置する。

調査は2.Om× 1.5mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色土、第 4層灰黄茶色土、第 5層

暗茶黒色礫混土、第 6層暗黄褐色土混礫の地山である。第 3～ 5層の各層から土師質土器、

瓦器などの中世期の遺物が出土した。

1～ 4は瓦器小皿で第 3層 、 5は瓦器

椀で第 4層、 6は瓦器椀、 7は瓦器小

皿、 8は土師質小皿で第 5層から出土

した。

遺構は地山面で土坑 1基を検出した。

長径 1。 40m、 短径0.70m以上、深 さ

0。 20mを測る。埋土は灰黒色礫混土で

遺物は瓦器、土師質土器が出土 した。

9は瓦器椀、10は土師質蛸壺である。

中世期の遺構 と思われる。

0      10m

第 7図  向出遺跡07-2区 007-3区 007-5区 007-6区・07-7区・07-8区 トレンチ位置図

第 6図 向出遺跡調査区位置図
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第8図 向出遺跡07-2区 トレンチ平面図・断面図

(2)07-3区  (第 6070100H図 )

第10図 向出遺跡07-3区

調査は2.lm× 1.5mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色土、第 4層灰黄茶色土、第 5層

暗茶黒色礫混土、第 6層暗黄褐色土混礫の地山である。第 3～ 5層の各層から土師質土器、

瓦器などの中世期の遺物が出土した。その他に弥生土器や古墳時代の製塩土器も混じつて

いるため、近隣にその時代の遺構の存在が示唆される。 1～ 6は瓦器椀、 7～ 10は土師質

土器で、 7はいわゆる自土器の皿、 8～ 10は小皿。11012は真蛸壺である。 1は第4層か

ら、 2～ 12は第 5層から出土した。

遺構は トレンチ西部の地山面で長さ0。 82m以上、幅0.35m、 深さ0.10mの溝1条を検出

した。埋土は濃茶黒色礫混土で遺物は須恵器、土師質土器が出土した。中世期の遺構と思

われる。

(3)07-5区  (第 607012図 )

調査は2.2m× 1.7mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色土、第 5層暗茶黒色礫混土、第

6層暗黄褐色土混礫の地山である。前述の07-2・ 3区で見られた第4層灰黄茶色土は存

在しなかつた。遺物は第 3層から須恵器、土師質土器、瓦質土器、第 5層から土師質土器

が出土した。中世期の包含層である。

チ平面図・断
‐ｍヨ
」〕

ト

旨

醐

ー 乙

Ⅷ ヨ 匡 フ 8

第 9図 向出遺跡07-2区 出土遺物
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遺構は第 5層上面で土坑とピットを各 1基検出した。土坑は円形を呈しており、直径

0.90m、 深さ0。 26mを測るが、一部は トレンチ外にかかるため、詳細は不明である。埋土

は濃茶黒色土で、遺物は土師質土器が出土した。ピットは直径0.40m、 深さ0.10mを測り、

埋土は茶黒色礫混土で遺物は土師質土器が出土した。いずれも中世期の遺構と考えられる。

図示できる遺物はなかつた。

(4)07-6区  (第 607013014図 )

調査は調査区内に2.4m× 1.4mの トレンチを設定し行なつた。

基本層序は07-5区 と同じで、第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色土、第 5層
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第11図 向出遺跡07-3区 出土遺物
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第12図 向出遺跡07-5区 トレンチ平面図・断面図
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暗茶黒色礫混土、第 6層暗黄褐色土混礫の

地山である。第 3・ 5層から中世期の遺物

が出土しているが、須恵器、土師器、製塩

土器など奈良時代の遺物も数点見られる。

1・ 2は須恵器杯身、 3は土師器皿、4・

5は製塩土器、 6は土師質管状土錘である。

全て第 5層から出土した。

遺構は検出されなかつた。

(5)07-7区  (第 607015図 )

調査は2.5m× 1。 7mの トレンチを設定 し

行つた。

基本層序は07-506区 と同じで第 1層

盛土、第 2層耕作土、第 3層淡茶灰色土、

第 5層暗茶黒色礫混土、第 6層暗黄褐色土

混礫の地山である。第 305層 から中世期

の遺物が出土 している。サヌカイ ト、須恵

器も若干混 じっていたが、図示できるもの

はなかった。中世期の包含層である。

遺構は検出されなかつた。
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地山 :暗黄褐色土混礫

第13図 向出遺跡07-6区 トレンチ南側断面図
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第14図 向出遺跡07-6区 出土遺物
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2耕作土  l

5暗茶黒色礫混土
6地山 :暗黄褐色土混礫

3淡茶灰色土
5暗茶黒色礫混土
6地山 :暗灰茶黄色土

:破纂表色土`

/  20.00m

(6)07-8区  (第 6・

調査は2.7m× 1.8mの ト

行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 3層淡茶灰色

土、第 5層暗茶黒色礫混土、第 6層暗灰茶

黄色土の地山である。遺物は第 3層からサ

ヌカイ ト、須恵器、土師器、土師質土器、

瓦質土器、第 5層から土師器、土師質土器

が出土した。 1はサヌカイ ト石鏃、 2は須

恵器壺、 3は土師器杯で第 3層から出土し

た。周辺調査から第 305層は中世期の包

含層である。

遺構はいずれの面でも検出されなかつた。

第15図 向出遺跡07-7区 トレンチ西側断面図

7016017図 )

レンチを設定 し

ヽ
「

」
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第16図 向出遺跡07-8区 トレンチ南側断面図

0                         10cm

第17図 向出遺跡07-8区 出土遺物
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(7)07-9区  (第 607018019図 )

調査区は向出遺跡の北部に位置する。

調査は調査区内に2.4m× 1.5mの トレン

チを設定し行った。

基本層序は第 1層耕作土、第 2層淡黄茶

色砂質土、第 3層濃茶色礫混土、第4層茶

色礫混土の地山である。遺物は第 2層から

磁器、第 3層から土師質土器が出土した。

いずれも小片のため図示できなかった。

遺構は検出されなかつた。 第18図 向出遺跡07-9区 トレンチ位置図

/   9.50m

l.4ノ
/0 2淡黄茶色砂質土

3濃茶色礫混土
4地山 :茶色礫混土

第19図 向出遺跡07-9区 トレンチ南側断面図
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第 3節 波有手遺跡

(1)07-1区  (第20～22図 )

調査区は波有手遺跡の北端部に位置する。

調査は調査区内に2.4m× 1.2mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層濃茶色礫混粘土、第 3層淡灰黄色礫混土、第4層淡灰褐

色風化礫混土、第 5層淡橙茶灰色風化礫混粘質土の地山である。いずれの層からも遺物は

出土せず、遺構も検出されなかつた。

1盛土
2濃茶色礫混粘土
3淡灰黄色礫混土
4淡灰褐色風化礫混土

J百 描笛朧 炭雹賃花礫混粘質土

第22図  波有手遺跡07-1区 トレンチ東側断面図 第21図  波有手遺跡07-1区 トレンチ位置図
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第23図  鳥取南遺跡調査区位置図第23図  鳥取南遺跡調査区位置図       第24図  鳥取南遺跡07-1区 トレンチ位置図

第 4節 鳥取南遺跡

(1)07-1区  (第23～26図 )

調査区は鳥取南遺跡の東部に位置する。

調査は3.Om× 1.5mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層褐灰色粘質シル ト、第 4層黄灰色粘質土、

第 5層茶灰色細砂混粘質土、第 6層暗茶灰色細砂混粘質土、第 7層茶灰色粘質土の地山で

ある。第 506層は河ノ||に よる堆積層と推定される。第 2～ 4層から瓦器などの中世期を

中心とした遺物が、第 5層から土師器、須恵器、製塩土器、黒色土器が出土したことから、

第 5層は中世期以前の包含層と思われる。 1～ 3は須恵器蓋杯、4は土師器杯である。第

5層から出土した。

遺構は第 4層上面で並行する溝 2条 とピ

ッ ト3基を検出した。溝は幅0.30m前後、

深 さ0。 10mを測 り、埋土はどちらも炭化物

混 じりの褐灰色粘質シル トである。いずれ

からも土師器、製塩土器などの奈良時代の

遺物が出土 したが、第 4層が中世期の包含

層のため、その時期をさかのぼらない。 ピ

ットは、いずれも直径約0.20m、 深 さ0.04

mを測 り、埋土は炭化物混 じりの淡褐灰色

粘質シル トで、遺物はピッ ト3か ら土師質

土器が出土 した。
1盛土
2耕作土
3褐灰色粘質シル ト
4黄灰色粘質±    7地 山 :茶灰色粘質土
5茶灰色細砂混粘質± 8溝 :褐灰色粘質シルト(炭化物混)

6暗茶灰色細砂混粘質土

第25図  鳥取南遺跡07-1区

―
               -1 3

14.00m

第4層上面

0                 1m

平面図・断面図

‐     ｀ 2  9     岬m

第26図 鳥取南遺跡07-1区 出土遺物
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第 5節 神光寺 (蓮池)遺跡

(1)07-2区 (第27～29図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡

の東部に位置する。

2005年度から同じ開発地内

での調査が行われており、中

世期の遺物包含層との遺構が

確認されている。今回の調査

は調査区内に2.5m× 1.5mの

トレンチを設定し行つた。ま

た、後述する07-3区 と隣接

する。

基本層序は第 1層盛上、第

2層耕作土、第 3層淡青灰色

粘質土、第 4層淡黄青灰色粘

質土、第 5層濃茶灰色土であ

る。遺物は第 3層から土師質

土器、瓦質土器、第4層 から

土師質土器が出土したが、図

示できるものはなかった。

遺構は検出されなかつた。

(2)07-3区
(第 27・ 28・ 30図 )

調査は調査区内に3.2m×

1。 7mの トレンチを設定し行

った。

基本層序は第 1層盛土、第

2層耕作土、第 3層淡青灰色

粘質土、第 4層淡黄青灰色粘

質土、第 5層濃茶灰色土、第

6層淡灰茶黒色礫混粘質土、

第 7層暗茶色礫混粘質土の地

山である。第 3～ 5層から土

師質土器、瓦器などの中世期

ヽ 八    ´

＝

洲

汁

斗

―

1  24.00m

1盛土  t____‐ ‐‐ゴ2耕作土      

―:書景貫:堂轟書土
第29図 神光寺 (蓮池)遺跡07-2区 トレンチ西側断面図

第27図 神光寺 (蓮池)遺跡調査区位置図

第28図 神光寺 (蓮池)遺跡07-2区・07-3区 トレンチ位置図
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の遺物が出土したが、図示できるも

のはなかった。

遺構は第 6層上面でピット1基を

検出した。直径0.40m、 深さ0.12m

を呈し、埋土は灰茶色粘質土である。

遺物は土師質土器が出土した。中世

期の遺構と思われる。

(3)07-4区  (第 27・ 31～33図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東

部に位置し、2006年度から同じ開発

地内での調査が行われており、中世

期の遺物包含層と遺構が確認されて

いる。また、この調査区は後述する

07-509区 と近接する。

調査は調査区内に2.2m× 1.3mの

トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕

作土、第 3層淡灰橙色土、第 4層灰

黄色土、第 5層灰色土、第 6層淡黄

灰白色土、第 7層暗茶色土、第 8層

マンガン混じりの暗灰黄色粘質上の

地山である。遺物は第 3～ 5層から

須恵器、土師質土器、瓦器などが出

23.50m

:鵬
｀

5濃茶灰色土     
―

5濃茶灰色土      `      ~ ~        
―

6淡灰茶黒色礫混粘質±        7
7地山 :暗茶色礫混粘質土                   第 6層上面8ピット:灰茶色粘質土      _

第30図 神光寺 (蓮池)遺跡07-3区 トレンチ平面図・断面図

第31図  神光寺 (蓮池)遺跡07-4区 トレンチ位置図

1盛±     6淡 黄灰白色土
2耕作±    7暗 茶色土
3淡灰橙色±  8地 山 :暗灰黄色粘質土 (マ ンガン励
4灰黄色±   9溝 1:黄褐色粘質土混淡灰色土
5灰色±    10溝 2:茶灰色土

土
土
作

盛
耕

３

一
４

0

0              1m

第32図  神光寺 (蓮池)遺跡07-4区 トレンチ平面図・断面図

第 4層上面

溝 1

第 6層上面
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暉 ハ撃

0                         10cm

7

第33図 神光寺 (蓮池)遺跡07-4区

ゝ J
出土遺物

した。 1は須恵器杯蓋、 2～ 6は瓦器椀、 7～ 10は土師質小皿である。全て第 5層から出

土した。

遺構は第 4層上面で溝と思われる遺構の一部と第 6層上面で南北方向の溝 1条、ピット

1基を検出した。溝 1は長さ0。 90m以上、幅0.20m以上、深さ0.20mを測り、埋土は黄褐

色粘質土混淡灰色土である。遺物は出土しなかつた。溝 2は長さ2.00m以上、幅0.30m、

深さ0.08mを測り、埋土は茶灰色土。ピットは直径0.40m、 深さ0.10m、 埋土はマンガン

混じりの暗灰色上で、溝 2と ともに遺物は出土しなかった。

(4)07-5区  (第27034・ 35図 )

調査区は神光寺 (蓮池)遺跡の南東部に位置し、後述する07-9区 と隣接する。

調査は調査区内に2.8m× 1.5mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層淡灰黄色土、第 4層マンガン混じりの淡

第34図 神光寺 (蓮池)遺跡07-5区・07-9区 トレンチ位置図

-11-



黄灰色土、第 5層マンガン混じりの明

褐黄色土、第 6層灰色土混礫の地山で

ある。遺物は第305層から土師質土

器、瓦器など中世期の遺物が出土した

が、図示できるものはなかった。

第 5層からはその他にスサ入り焼土塊

が出土している。

遺構は第 5層上面で鋤溝を数条、ピ

ット1基を検出した。鋤溝 1の埋土は

淡灰茶黄色土で南北方向の鋤溝 2を切

つている。鋤溝 2の埋土はピットの埋

土とともに第 4層 と同じである。いず

れの遺構からも遺物は出土しなかつた

が、同じ開発地内の既往の調査から中

世期の遺構と推定される。

(5)07-9区  (第27034036037図 )

調査は調査区内に2.8m× 1.5mの ト

レンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作

土、第 3層淡灰黄色土、第 4層マンガ

ン混じりの淡黄灰色土、第 5層マンガ

ン混じりの淡黄茶灰色土、第 6層黒灰

色粘土混礫、第 7層灰色粘土混礫の地

山である。遺物は第 3～ 6層から須恵

器、土師器、土師質土器、瓦器などの

遺物が出土した。 102は土師質小皿

で、 1は第 4層、 2は第 5層から出土

した。同じ開発地区内の既往の調査に

より中世期の包含層である。

遺構は第 5層上面で東西方向の鋤溝

を7条検出した。埋土は第4層 と同じ

で、遺物は土師質土器、瓦器が出土し

たが、図示できるものはなかった。

:]:農屋                    5
5明褐黄色土 (マ ンガン混)

6地山 :灰色土混礫               第 5層上面

/
/  29.00m

2           ~~~~7

第35図 神光寺 (蓮池)遺跡07-5区 トレンチ平面図・断面図

29.00m

第 5層上面

2耕作±      5淡 黄茶灰色土(マ ンガン混)

3淡灰黄色±     6黒 灰色粘土混礫
4淡黄灰色土 (マ ンガン混)7地山 :灰色粘土混礫

第36図 神光寺 (蓮池)遺跡07-9区 トレンチ平面図・断面図

2

10om

第37図 神光寺 (蓮池)遺跡07-9区 出土遺物

-12-



第 6節 井関遺跡

(1)07-1区  (第38～40図 )

調査区は井関遺跡の西部に位置する。調査は3.Om× 1.7mの トレンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第 3層灰黄褐色シル ト、第 4層マンガン混じり

の灰黄褐色粘質シル ト、第 5層灰黄褐色礫混粘質上の地山である。遺物は第 4層からサヌ

カイ ト剥片が出土した。

遺構はいずれの面でも検出されなかつた。

井関遺跡調査区位置図

＝
洲

十

＋

―

１

２

３

４

５

盛土
耕作土
灰黄褐色シル ト
灰黄褐色粘質シル ト(マ ンガン混)

地山 :灰黄褐色礫混粘質土

第40図  井関遺跡07-1区

0              1m

トレンチ北側断面図

第39図  井関遺跡07-1区 トレンチ位置図
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第 7節 自然田遺跡

(1)06-8区  (第41～43図 )

調査区は自然田遺跡の中央部

に位置する。

調査は調査区内に2.3m× 1.2

mの トレンチを設定し行つた。

調査面積は2.76Jで ある。

基本層序は第 1層盛土、第 2

層耕作土、第 3層淡灰明茶色土、

第 4層暗茶色礫混粘質上の地山

である。

遺構は検出されず、遺物も出

土しなかった。

(2)07-1区
(第41042044045図 )

調査区は06-8区の北側に隣

接する。調査は調査区内に3。 0

m× 1.lmの トレンチを設定し

行つた。

盛土、耕作上を除く基本層序

は第 3層淡灰明茶色土、第4層

暗茶色礫混粘質土の地山である。

遺物は出土しなかつた。

遺構は地山面で西方向の落ち

込みを検出したが、前述の06-

8区では淡茶橙色粘質土が存在

しないため、この層も落ち込み

の埋土の可能性が高い。遺物は

淡茶橙色粘質土から土師質土器

が 1点、淡橙茶色粘質土から焼

締陶器の甕体部片が 1点出土し

た。 1は淡茶橙色粘質土から出

土した土師質土器皿で、いわゆ

る自土器である。また、落ち込

第42図  自然田遺跡06-8区 007-1区 トレンチ位置図

≠   35.50m

霧葎土
鼈暦甲僣象巻礫混粘質±    9         1p
第43図  自然田遺跡06-8区 トレンチ南側断面図
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みの埋土である淡茶橙色粘質土上面でピット3基を検出した。いずれも直径0。 23m、 深さ

0.02mで、埋土はマンガン混じりの淡灰色粘質土である。遺物は出土しなかつた。

/

/ 35.50m

0                         10cm

第45図  自然田遺跡07-1区 出土遺物

混ンガ

土
明
‐
卜
込
込

土
作
灰
山
ツ
ち
ち

盛
耕
淡
地
ピ
落
落

１

２

３

４

５

６

７

５

淡茶橙色粘質土上面

0              1m

第44図  自然田遺跡07-1区 トレンチ平面図・断面図

6

ピット2  ピツト3

地山面
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１

月

訃

＋

―

第46図  貝掛遺跡調査区位置図

第 8節 貝掛遺跡

(1)07-1区  (第46～ 49図 )

調査区は本遺跡の北部に位置する。

調査は調査区内に2.8m× 1.5mの ト

レンチを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層淡黄

灰色土、第 3層淡茶灰色土、第4層黄

茶灰色土、第 5層暗黄灰色土、第 6層

マンガン混じりの淡褐黄色上の地山で

ある。遺物は第 2層から土師質土器、

瓦器、瓦、第 3層から須恵器、土師質

土器、瓦器、第 4層から須恵器、土師

質土器が出土した。 1は須恵器の杯身

で第 3層から出土した。

遺構は第 2層上面で溝 2条を検出し

た。溝 1は幅0.50m、 深さ0。 10mで、

埋土は暗灰黒色土。近年の耕作に伴う

溝と思われる。遺物は出土しなかった。

溝 2は深さ0.20mで 、溝 1に切られて

いるため幅は不明である。埋土は灰茶

色砂質土で、遺物は土師質土器、サヌ

カイ トが出土したが、図示できるもの

はなかった。

第47図  貝掛遺跡07-1区 トレンチ位置図

1盛土
2淡黄灰色土
3淡茶灰色土
4黄茶灰色土
5暗責灰色土
6地山 :淡褐責色土 (マ ンガン混)

7溝 1:暗灰黒色土
8溝 2:灰茶色砂質土

第48図  貝掛遺跡07-1区

0              1m

トレンチ平面図・断面図

0                         10cm

第49図  貝掛遺跡07-1区 出土遺物

第 2層上面
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第50図  箱作今池遺跡調査区位置図

第 9節 箱作今池遺跡

(1)07-1区  (第50～52図 )

調査区は箱作今池遺跡の西部に位置する。

調査は調査区内に2.8m× 1.5mの トレン

チを設定し行つた。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、

第 3層灰色砂質土、第 4層褐灰茶色礫混砂

質土、第 5層暗灰茶色礫混砂質土、第 6層

黄茶灰色礫混上の地山である。遺物は第 2

層から土師質土器、瓦が数点出土したのみ

である。

遺構は第 5層上面で不定形の土坑を検出

した。埋土は明黄茶灰色土で遺物は出土し

なかった。

0      10m

第51図 箱作今池遺跡07-1区 トレンチ位置図

第 5層上面

1

2
3
4
5
6
7

0

第52図  箱作今池遺跡07-1区 トレンチ平面図。断面図

6.00m

盛土
耕作土
灰色砂質土
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一①

第53図 箱作西遺跡調査区位置図

第 10節 箱作西遺跡

(1)06-2区  (第53～56図 )

調査区は箱作西遺跡の中央部に位置する。

調査は調査区内に2.2m× 1。 Omの トレンチ

を設定し行つた。調査面積は2.2」である。

基本層序は第 1層盛土、第 2層耕作土、第

3層暗黄灰色粘質土、第 4層暗黄青灰色粘質

土、第 5層淡灰黄色粘質土、第 6層淡黄茶灰

色粘砂質土、第 7層粘質のある微黄灰色砂質

土、第 8層灰色砂質上である。事業による掘

削の影響を受けない深度に達したため、これ

以上の掘り下げは行つていない。遺物は第 4

層から土師質土器、瓦器、自磁、瓦、土錘、

第 5層 より土師質土器が出土した。 1～ 4は

瓦器で、 1 0 2は椀、 304は /Jヽ皿、 5は土

師質小皿、 6は土師質管状土錘、 7は 自磁椀

である。いずれも第 4層から出土した。

遺構は第 4層上面と第 6層上面でそれぞれ

ピット1基を検出した。ピット1は平面やや

いびつな卵形で、直径0.40m、 深さ0.18mを

測る。埋土は淡黒黄灰色粘質土で、遺物は出

土しなかつた。ピット2は トレンチ南東隅で

その一部を検出した。深さ0.36mを測り、埋

土は粘質のある淡灰明茶色砂質土で、遺物は

出土しなかつた。

第54図  箱作西遺跡06-2区 トレンチ位置図

9.00m

第55図  箱作西遺跡06-2区 トレンチ平面図・断面図

ヽ
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ヽ
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第56図 箱作西遺跡06-2区
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第 H節 田山遺跡

(1)06-3区  (第57～61図 )

調査区は田山遺跡の南東端部に位置する。

調査区内に確認調査の トレンチを 6ヶ 所設

定 して遺構、遺物の有無の調査を実施 した。

その後、擁壁工事により影響を受ける部分

について確認調査の トレンチを延長する形

で調査を行つた。 トレンチの規模は、概ね

幅が lm、 長 さは東側 トレンチが約 13m、

北側 トレンチが約57mで ある。

トレンチの長 さが幅に比 して長大であり、

遺構の存在状況から、本報告書に掲載 した

図は調査の全体ではなく、確認調査の トレ

ンチに留めた。以下、基本層序などについ

ては第59図 を参照されたい。図示 していな

い遺構 もあるが、検出した遺構はすべて記

述 した。

耕作土を除く基本層序は、第 2層褐色土、

第 3層茶灰色土、第 4層マンガン混じりの淡灰黄色土、第 5層明黄灰色粘質土、第 6層マ

ンガン混じりの淡黄色土の地山である。 4ト レンチ付近では、第4層 と地山の間に暗灰黄

色礫混粘質上の堆積が見られた。

各 トレンチの断面図のとおり、北側 トレンチの東端部付近から東側 トレンチでは第 5層

は見られず、東側では 1か ら2ト レンチの方向に、北側では2から6ト レンチ方向に堆積

が厚くなつており、旧地形は南東から北東方向に低くなつている。遺物は第 2～ 5層から

土師質土器、瓦器、青磁などが出土しており、いずれも中世期の包含層である。また、サ

ヌカイ ト、須恵器、奈良時代の製塩土器なども出土しており、今回の調査では確認されな

かつたが、周辺の既往の調査より縄文時代～奈良時代の生活址の存在も想定される。

遺構は第 2～ 6層それぞれの上面で検出された。その総数は溝22条、土坑 3基、ピット

16基、落ち込み 1である。

遺構

一第 2層上面一

溝101

4ト レンチの西側で検出した南北方向の溝。長さ1.00m以上、幅0.30m、 深さ0。 12mを

測り、埋土は暗灰色砂質土。遺物は土師質土器が出土した。近世期以降の溝である。

第57図  田山遺跡調査区位置図
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北側 トレンチ
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第58図  田山遺跡06-3区 007-1区・07-2区 トレンチ位置図

澤葦102

北側 トレンチの中央部から東部で検出した東西方向の溝。長さ20.Om以上、幅0.50m以

上、深さ約0.30m以上を測る。南側はトレンチ外。埋土は淡灰茶色土で、遺物は須恵器、

土師器、土師質土器、瓦器などが出土した。近世期以降の溝である。

溝103

北側 トレンチの東部で検出した南北方向の溝。長さ0.40m以上、幅0.20m、 深さ0。 10m

を測る。北側はトレンチ外。埋土は暗灰色砂質土で、遺物は出土しなかった。

溝104

3ト レンチで検出した トレンチを横断する南北方向の溝。長さ1.00m以上、最大幅0。 36

m、 深さ0。 05mである。埋土は暗灰色砂質土で、遺物は須恵器が出土したが、層序から近

世期以降の溝である。
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1ト レンチ

3ト レンチ

19.00m

19.00m

2ト レンチ

6ト レンチ

1耕作土
2褐色土

茶灰色土

19.00m

第 2層上面

19.00m

第 4層上面

5ト レンチ

19.00m

第59図  田山遺跡06-3区 トレンチ平面図 0断面図

淡灰黄色土 (マ ンガン混)

明黄灰色粘質土
地山 :淡黄色土 (マ ンガン混)

暗灰黄色礫混粘質土
溝104:暗灰色砂質土
溝102:淡灰茶色土
落ち込み :暗茶灰色土
溝202:灰色土 (マ ンガン混)

溝203:明灰色砂質土
溝303:灰色砂質土
溝303:淡灰黄色砂質土
ピット306:暗灰黄色砂混粘質土
溝401:黄灰色土 (マ ンガン混)

溝504:淡黄灰色砂質土
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落ち込み

北側 トレンチの東端以外で確認した。北方向に落ち込む。本調査区の北隣接地は、本調

査区と比して一段下がつており、その関連と想定され、耕地形成時のなごりと思われる。

埋土は第 1層耕作土と暗茶灰色土で、遺物は須恵器、土師質蛸壺、磁器、板碑などが出土

した。近世期以降の落ち込みである。

一第 3層上面一

土坑201

北側 トレンチのほぼ中央部で検出した。長径0。 70m以上、短径0.58m、 深さ0。 30mを測

り、北側は トレンチ外に拡がる。埋土は淡茶灰色砂質上で、遺物は土師質土器、瓦器、土

師質蛸壺などが出土した。中世期の遺構である。

土坑202

4ト レンチ付近で検出した。第 3層上面の精査時には検出できず、第4層上面で確認し

た。このため、図示した4ト レンチの平面図では、第4層上面の遺構として表しているが、

断面の観察から第 3層上面の遺構であることが解る。検出面で長径1.60m以上、短径0。 48

以上、深さ0.30mを測る。埋土は暗黄灰茶色土で、遺物は図化した土師質土器の皿や瓦器、

瓦などが出土した。中世期の遺構である。

溝201

北側 トレンチの西部で検出した南北方向の溝で、長さ1。 00m以上、幅0。 10m、 深さ0。 10

mを測る。埋土は明灰色砂質土で、遺物は土師質土器が出土した。埋没後に第 2層が堆積

していることから中世期の遺構と思われる。

溝202

北側 トレンチの西部で検出した東西方向の溝で、長さ14.5m以上、幅0.30m以上、深さ

0。 18mを測る。南側はトレンチ外。埋土はマンガン混じりの灰色土で、遺物は土師質土器、

瓦器などが出土した。中世期の遺構である。

溝203

北側 トレンチの東部で検出しており、2ト レンチで図示した。長さ8.70m以上、幅0.40

m以上、深さ0.30mを測る。埋土は溝201と 同じ明灰色砂質土で、遺物は図化した瓦質土

器の羽釜、青磁碗、土師質蛸壺などが出土した。中世期の遺構である。

溝2040205

東側 トレンチの1ト レンチと2ト レンチの間で検出した トレンチを横断する東西方向の

溝。 2条はほぼ平行している。それぞれ長さ1.00m以上、幅0.40～ 0。 70m、 深さ0。 08mを

測る。埋土は茶色砂質土で、遺物は土師質土器、瓦器が出土した。中世期の遺構である。

溝206

東側 トレンチの南端部で検出した。 トレンチを横断し、南東から北西方向に延びる。
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長さ1.50m以上、最大幅1.50m、 深さ0。 06mで ある。遺物は出土していないが、埋土が溝

2010203と 同じ明灰色砂質土であるため、同時期の中世期の遺構と思われる。

一第 4層上面一

溝301

北側 トレンチの中央部よりやや東で検出した東西方向の溝。長さ2.00m以上、幅0.10m

以上、深さは0。 10mである。北側はトレンチ外。埋土は暗灰黄色土で遺物は出土しなかつ

たが、埋没後に第 3層が堆積していることから、中世期の遺構である。

溝302

東側 トレンチの中央部で検出した。 トレンチを北西から南東方向に横断する。長さ1。 00

m以上、幅0.60m、 深さ0.10mを測る。埋土は灰色砂質土で、遺物は瓦器が出土した。中

世期の遺構である。

溝303

1ト レンチで検出した東西方向の溝。長さ1.20m以上、最大幅0。 92m、 深さ0.12mを測

る。埋土は上層が灰色砂質土、下層が淡灰黄色砂質土である。遺物は出土しなかつた。埋

没後に第 3層が堆積しており、中世期の遺構である。

ピット301～ 304

北側 トレンチの中央部から東部にかけて検出した。径は0.25～ 0.40m、 深さ0.05～ 0。 18

m。 埋土はピット301・ 303・ 304は第 3層 と同じ、ピット302は暗灰黄色土である。遺物はピッ

ト301・ 304か ら土師質土器が出土している。中世期の遺構である。

ピット305

4ト レンチで検出した。直径は0.20m、 深さ0.09mで 、埋土は淡黄茶灰色砂質土である。

遺物は出土しなかつたが、中世期の遺構である。

ピット306

4ト レンチで検出した。長径0.24m以上、短径0。 08m、 深さ0.22mを測り、埋土は暗灰

黄色砂混粘質土。遺物は土師質土器が出土した。中世期の遺構である。

一第 5層上面一

溝401

6ト レンチ付近で検出した東西方向の溝。南側は トレンチ外に延びる。長さ5.60m以上、

最大幅0.33m以上、深さ0.08mで ある。埋土はマンガン混じりの黄灰色土で、瓦器、瓦質

土器が出土した。中世期の遺構である。

土坑401

北側 トレンチの中央部で検出した。長径0.74m、 短径0.35m以上、深さ0。 19mを測る。

第 2層上面で検出した落ち込みに切られている。埋土は淡茶灰色粘質土で、遺物は土師質

真蛸壺、瓦器などが出土している。中世期の遺構である。
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ピッ ト401

3ト レンチで検出した。直径は0.16m以上、深 さ0。 13mを測る。埋土は第 4層 と同じで、

遺物は土師質土器が出土 した。中世期の遺構である。

一暗灰黄色礫混粘質土層上面―

前述のように、北側 トレンチの中央部付近で第 4層 と地山の間に堆積 している層の上面

で検出した遺構である。

澤葦40304040405

北側 トレンチの中央部付近で検出した。 トレンチを横断する 3条がほぼ平行 した南北方

向の溝である。長 さ1。 00m以上、幅0.25～0.60m、 深 さ0。 06～ 0。 10mを測る。いずれも埋

土は第 5層 と同じで、遺物は出土 しなかったが、中世期の遺構である。

一地山面一

澤葦501

北側 トレンチの西部で検出した東西方向の溝。長 さ3.60m以上、幅0。 45m以上、深 さ

0.10mを測る。南側は トレンチ外。埋土は第 5層 と同じである。遺物は出土 していないが、

中世期の遺構である。

溝502

北側 トレンチの西部、溝501の東側で検出した東西方向の溝。長 さ7.10m以上、幅0.50

m以上、深 さ0。 08mを測 り、溝501と 同じく南側は トレンチ外である。埋土も溝501と 同じ

であるため、同一遺構の可能性がある。遺物は製塩土器が出土 した。中世期の遺構である。

溝503

北側 トレンチの西部、溝502と 平行するように検出した。長 さ1.80m以上、幅0.25m以

上、深 さ0。 06五 を測 り、北側は トレンチ外。埋土は第 5層 と同じで、遺物は出土 しなかっ

たが、中世期の遺構である。

溝504

3ト レンチで検出した南北方向の溝。図示 したように トレンチを横断する。 3ト レンチ

の拡張調査時に東側で、反対側の肩を検出した。長 さ1.00m以上、幅2.76m、 深 さ0.20m

を測る。埋土は上層が第 5層 と同じで、下層は淡黄灰色砂質土である。遺物は出土 しなか

つたが、中世期の遺構である。

溝505

北側 トレンチの東部で検出した トレンチを横断する南北方向の溝。長 さ1。 00m、 最大幅

0.36m、 深 さ0。 03mを測る。埋土はマンガン混 じりの暗茶灰色土で、遺物は出土 しなかつ

たが、中世期の遺構である。

ピッ ト501～ 509

いずれのピッ トも北側 トレンチで検出した。ピッ ト508・ 509は 、5ト レンチで検出したた
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め、図示した。径は0.20～ 0。 40m、 深さは0。 04～0.13m。 埋土はピット507が マンガン混

じりの暗茶灰色土、それ以外は第 5層 と同じである。遺物はピット503か ら製塩土器が出

土しているのみである。いずれも中世期の遺構であるが、ピット507以外のピットでは、

若干の時期差があると考えられる。

遺物

1は須恵器壺、 2は瓦器椀、 3は瓦質の甕で第 2層からの出土である。 4～ 6は土師質

土器小皿で 7～ 9は瓦器椀、10は瓦質橘鉢で第 3層から出土した。11は須恵器壺。12は瓦

器椀、13は瓦質羽釜で第 4層から出土した。14015は瓦器椀、16～ 18は製塩土器で第 5層

から出土した。19は須恵器壺、20は蓮弁が施された青磁碗で暗灰黄色礫混粘質土から出土

した。21は土師質土器皿で土坑202か ら出土した。22は土師質真蛸壺で土坑401か ら出土し

た。23は土師器皿で溝102か ら出土した。24は瓦質土器羽釜、25は 口縁部外面に雷文が施

されている青磁碗。26はヘラ記号のある土師質真蛸壺。27は土師質管状土錘である。28は

瓦器小皿で、溝204か ら出土したし29は溝502か ら出土した製塩土器である。溝203か ら出

土した。30は瓦器椀。31は土師質土器小皿。32033は土師質真蛸壺。33にはヘラ記号が

4

0                         10cm

第61図  田山遺跡06-3区 出土遺物
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見られる。34は肥前系染付けの磁器皿。

35は和泉砂岩製の板碑で、頭頂部、基

部、側面ともに欠損しているが、上部 1稽雹圭
｀
琶≡≡≡≡夢圭≒弄≡≡≡≡≡墨■

==三
至
=====/~~~~~一

一一―――二‐~4

に二条線、その下に円形に刻みを入れ、

下に蓮弁を配 し、中に種子を刻んでお

り、種子はバン (大 日如来)である。表

面は比較的風化 していない。当地域に

おける中世期後半の典型的な板碑であ

る。類似 した板碑 としては、当市 と隣

接 している岬町淡輪の医王寺跡に応永

八年 (1401年 )と 同九年の板碑が見られ

る。30～35は落ち込みから出土 した。

3茶灰色土
4淡灰黄色土 (マ ンガン混)

5地 山 :淡黄色土 (マ ンガン混)

6土坑 :暗灰黄色細砂混粘質土

第62図  田山遺跡07-1区 トレンチ平面図 0断面図

(2)07-1区 (第 57・ 58062図 )

調査区は前述の06-3区 と同敷地内である。

調査は3.Om× 1.5mの トレンチを設定 して

実施 した。基本層序は06-3区の東側 トレン

チと同じで、第 1層耕作土、第 2層褐色土、

第 3層茶灰色土、第 4層マンガン混 じりの淡

灰黄色土、第 5層マンガン混 じりの淡黄色土

の地山である。遺物は第 2～ 4層から土師質

土器、須恵器、瓦器などが出土 した。中世期

の包含層である。

遺構は第 3層上面 と第 4層上面でそれぞれ

鋤溝を数条検出し、遺物は土師質土器が出土

した。地山面で土坑を 1基検出した。土坑は

長径 1.50m以上、短径0.60m以上、深 さ0.03

mを測る。埋土は暗灰黄色細砂混粘質土で、

遺物は出土 しなかつた。中世期の遺構である。

20.00m

6地山:黄褐色礫混土にンガ瑚
7土坑 :淡灰色砂質土

3灰褐色±   8土 坑 :茶灰色礫混砂
4淡茶色土にンガ〕凋 9土坑 :灰色粘砂土
5茶褐色土17ンガ翔

0             1m

第63図  田山遺跡07-2区 トレンチ南側断面図

0

第64図  田山遺跡07-2区 出土遺物

(3)07-2区 (第57058063・ 64図 )

調査区は田山遺跡の南東端部に位置する。調査区内に1.2m× 2.2mの トレンチを設定 し

調査を実施 した。

耕作土以下の基本層序は第 2層灰色土、第 3層灰褐色土、第 4層マンガン混 じりの淡茶

色土、第 5層マンガン混 じりの茶褐色土、第 6層マンガン混 じりの黄褐色礫混土の地山で

ヽ

3
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ある。遺物は第 2～ 4層から土師質土器、須恵器、瓦器などが出土した。中世期の包含層

と思われる。 1は土師質土器小皿で第 3層から、 2は瓦器椀で第4層から出土した。

遺構は地山面で土坑を 1基検出した。長径1.20m以上、短径0.60m以上、深さ0.40mを

測る。埋土は上から淡灰色砂質土、茶灰色礫混砂、灰色粘砂土である。遺物は出土しなか

つたが、第 4層が中世期の包含層であり、遺構の上に第 5層が堆積していることから、中

世期若しくはそれ以前の遺構と思われる。
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な
名

が
跡遺

り
収

ふ
所

ふりがな

所 在 地

コー ド Jヒ  糸草 東 経
調査期間

調査面積 査

因

調

原
岬 号 遺跡番号

お ざ き し み ず

尾 崎 清 水
はんなんじおざきちょう

阪南市尾崎町 27232 68 34 21 47 20070730ハV0801 5.00 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんしじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 20070419ハV0424 3.00 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 135 15 20 20070419ハV0424 3.10 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 34 21 05 20070614・ 0615 3。 75 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんしじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 34 21 05 20070727-0801 3.36 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 34 21 05 20071012-1017 4。 25 個人住宅

で
出

む
向

はんなんしじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 34 21 05 20071012-1017 4.86 個人住宅

む    か    い    で

向 出

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 43 34 21 02 20071022・ 1023 3.60 個人住宅

で
手

う
有

ぼ
波

はんなんじとつとり

阪南市鳥取 27232 69 34 21 24 20070905・ 0906 2.88 個人住宅

と つ と り み な み

鳥  取  南
はんなんしとつとり

阪南市鳥取 27232 34 21 29 20070502-0507 4.50 個人住宅

ゆ
Ｄ

討
蓮

几
寺」概

はんなんじいしだ

阪南市石 田 27232 20 34 20 47 135 14 47 2007051500516 3.75 個人住宅

ｍ
Ｄ

討
蓮

“
寺」概

はんなんじいしだ

阪南市石 田 27232 20 34 14 2007071000711 5。 40 個人住宅

じスレこ うじ(は すいけ)

神 光 寺 (蓮池 )

はんなんしいしだ

阪南市石 田 27232 20 34 20 48 2007080200803 2.86 個人住宅

ｍ
Ｄ

対
蓮

九
寺」概

はんなんじいしだ

阪南市石 田 27232 20 34 20 47 2∞70810～0813 4。 20 個人住宅

じスレこ うじくはすいけ)

神 光 寺 (蓮池 )

はんなん じい しだ

阪南市石 田 27232 20 20071204・ 1205 4.20 個人住宅

き
関

せい
井

はんなん じい しだ

阪南市石 田 27232 34 34 20 47 20070517・ 0518 5.10 個人住宅

じ ね ん だ

自 然 田

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 34 20 43 2007022100222 2.76 個人住宅

じ ね ん だ

自 然 田

はんなんじじねんだ

阪南市 自然 田 27232 34 20 43 2007052900530 3.30 個人住宅

か    い    か    け

貝 掛

はんなんしかいかけ

阪南市貝掛 27232 19 34 20 39 2007040900410 4.20 個人住宅

対
池

峰
今

つく
作

に
箱

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 24 34 20 29 2007080700808 4.20 個人住宅

し
西

く
作

つは
箱

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 63 34 20 22 2007011100112 2.20 個人住宅

ま
山

やた
田

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 34 20 22 20070312-0330 65.00 個人住宅

ま
山

やた
田

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 34 20 22 2007051000511 4.50 個人住宅

ま
山

やた
田

はんなんしはこつくり

阪南市箱作 27232 22 34 20 22 2007060700608 2.60 個人住宅
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所 収 遺 跡 名 種 男リ 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

尾 崎 清 水 散布地 不 明 土坑 陶器、磁器

向 出 散布地 中世期 土坑
須恵器、黒色土器、土師質土器、瓦器、

瓦質土器、青磁、陶器、瓦、蛸壺、片岩

向 出 散布地 中世期 溝
サヌカイ ト、弥生土器、須恵器、土師器、黒

色土器、瓦器、瓦質土器、製塩土器、焼土塊

向 出 散布地 中世期 土坑、ピット 須恵器、黒色土器、土師質土器、瓦質土器

向 出 散布地 中世期
サヌカイ ト、縄文土器、須恵器、土師器、

黒色土器、土師質土器、瓦器、製塩土器、
土錘、焼土塊

向 出 散布地 中世期
サヌカイ ト、弥生土器、須恵器、土師器、

黒色土器、土師質土器、陶器、磁器、瓦

向 出 散布地 中世期 サヌカイ ト、石鏃、須恵器、土師器、瓦質土器

向 出 散布地 不 明 土師質土器、磁器

波  有  手 散布地 不  明

鳥  取  南 散布地 中世期 溝、ピット
須恵器、土師器、黒色土器、土師質土器、

製塩土器、土錘、焼土塊

神光寺 (蓮池 ) 散布地 中世期 土師質土器、瓦質土器

神光寺 (蓮池 ) 散布地 中世期
土師質土器、須恵質土器、黒色土器、

瓦器、蛸壺、焼土塊

神光寺 (蓮池 ) 散布地 中世期 溝、ピット
サヌカイ ト、須恵器、土師質土器、瓦器、

瓦質土器、焼土塊、片岩

神光寺 (蓮池 ) 散布地 中世期 鋤溝、ピット 須恵器、土師質土器、瓦器、焼土塊

神光寺 (蓮池 ) 散布地 中世期 鋤溝
須恵器、土師器、黒色土器、瓦器、

瓦質土器、製塩土器

井 関 散布地 不 明 サヌカイ ト、須恵器、土師質土器

自 然  田 散布地 不 明

自 然  田 散布地 不 明 ピット、落ち込み 土師質土器、陶器

貝 掛 散布地 中世期 溝
サヌカイ ト、須恵器、土師質土器、瓦器、

蛸壺、焼土塊

箱 作 今 池 散布地 不  明 土坑 土師質土器、瓦

箱  作  西 散布地 不  明 ピット
土師質土器、瓦器、瓦質土器、蛸壺、土

錘、瓦

田 山 散布地 中世期
須恵器、土師質土器、瓦器、陶器、蛸壺、

製塩土器、瓦、石碑、焼土塊

田 山 散布地 中世期 溝
サヌカイ ト、須恵器、土師質土器、瓦器、

蛸壺

田 山 散布地 中世期
須恵器、土師質土器、瓦器、瓦質土器、

蛸壺
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尾崎清水遺跡07-1区

トレンチ全景 (西より)

向出遺跡07-2区

トレンチ全景 (西より)

向出遺跡07-3区

トレンチ全景 (西よ り)
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向出遺跡07-5区

トレンチ全景 (東より)

向出遺跡07-6区

トレンチ全景 (東より)

向出遺跡07-7区

トレンチ全景 (北より)
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向出遺跡07-8区

トレンチ全景 (西より)

向出遺跡07-9区

トレンチ全景 (西より)

波有手遺跡07-1区

トレンチ全景 (北より)
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鳥取南遺跡07-1区

トレンチ全景 (南 よ り)

神光寺 (蓮池)遺跡07-2区

トレンチ全景 (北より)

神光寺 (蓮池)遺跡07-3区

トレンチ全景 (西より)
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神光寺 (蓮池)遺跡07-4区

溝 1(南より)

神光寺 (蓮池)遺跡07-4区

ピット、溝 2(南より)

神光寺 (蓮池)遺跡07-5区

トレンチ全景 (南より)
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神光寺 (蓮池)遺跡07-9区

トレンチ全景 (南より)

井関遺跡07-1区

トレンチ全景 (西より)

自然田遺跡06-8区

トレンチ全景 (西より)
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自然田遺跡07-1区

ピット1～ 3(西 より)

自然田遺跡071区
落ち込み (西より)

貝掛遺跡07-1区

トレンチ全景 (南より)
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箱作今池遺跡07-1区

トレンチ全景 (東より)

箱作西遺跡06-2区

ピット1(東より)

箱作西遺跡06-2区

ピット2(西より)
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田山遺跡06-3区

トレンチ全景 (北より)

田山遺跡063区
トレンチ全景 (西 より)

田山遺跡063区
トレンチ全景 (西 より)
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田山遺跡06-3区

4ト レンチ全景 (東より)

田山遺跡06-3区
5ト レンチ全景 (東より)

田山遺跡06-3区

6ト レンチ全景 (西より)
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田山遺跡063区
北側トレンチ西端付近(東 より)

田山遺跡06-3区

北側 トレンチ西部 (東より)

田山遺跡06-3区

北側トレンチ西部。中央部(東より)
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田山遺跡06-3区

北側トレンチ西部。中央部価より)

田山遺跡063区
北側 トレンチ中央部 (東より)

田山遺跡06-3区

東側 トレンチ (南より)
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田山遺跡07-1区

トレンチ全景 (北より)

田山遺跡07-1区

トレンチ東側断面

田山遺跡07-2区

トレンチ全景 (西より)
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向出遺跡07-2区 出土遺物 向出遺跡07-2区 出土遺物

向出遺跡07-2区  出土遺物 向出遺跡07-2区 出土遺物

向出遺跡07-2区 出土遺物

向出遺跡07-3区 出土遺物 向出遺跡07-3区 出土遺物
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向出遺跡07-3区 出土遺物 向出遺跡07-6区 出土遺物

向出遺跡07-8区 出土遺物 鳥取南遺跡07-1区 出土遺物

神光寺 (蓮池)遺跡07-4区 出土遺物 神光寺 (蓮池)遺跡07-4区 出土遺物
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神光寺 (蓮池)遺跡07-9区 出土遺物 自然田遺跡07… 1区 出土遺物

貝掛遺跡07-1区 出土遺物 箱作西遺跡06-2区  出土遺物

田山遺跡06-3区 出土遺物 田山遺跡06-3区 出土遺物

田山遺跡06-3区 出土遺物
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田山遺跡063区  出土遺物
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田山遺跡06-3区 出土遺物

田山遺跡06-3区  出土遺物

田山遺跡06-3区 出土遺物 田山遺跡06-3区  出土遺物

田山遺跡06-3区 田山遺跡07-2区 出土遺物
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